
小学校 
平均正答率（％） 

山口県 全  国 

国語Ａ 72 70.7 

国語Ｂ 57 54.7 

算数Ａ 64 63.5 

算数Ｂ 52 51.5 

理 科 62 60.3 

 

中学校 
平均正答率(％) 

山口県 全  国 

国語Ａ 77 76.1 

国語Ｂ 61 61.2 

数学Ａ 67 66.1 

数学Ｂ 46 46.9 

理 科 67 66.1 

 
（平成29年度から、都道府県等における各区分の平均正答率は、文部科学省から整数値で提供されています） 
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「全国学力・学習状況調査」の結果が公表されましたので、概要をお知らせします。 

 

 

(1) 教科に関する結果 

小学校では、全ての区分で全国平均以上、中学校では、区分によって差はあるものの、概

ね全国平均と同程度という結果でした。 

これは、子どもたちの努力はもちろん、各学校において、全国学力・学習状況調査と県独

自調査を活用した年間２回の検証改善サイクルが定着し、課題解決に向けた授業改善やコミ

ュニティ・スクールの仕組みを生かした家庭や地域との連携・協働による取組が組織的に行

われてきたこと、市町教育委員会の支援などが積極的に行われてきたことの一定の成果が表

れたものと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 児童生徒質問紙・学校質問紙の結果 

全般的には、望ましい状況が多いと思われます。特徴的な点をいくつか取り上げます。 

 児童生徒質問紙 学校質問紙 

望まし 

い状況 

○自分にはよいところがある、人の役に立つ人

間になりたいと思う子どもの割合が高い。 

○話し合う活動を通じて自分の考えを深めた

り、広げたりすることができていると思う子

どもの割合が高い。 

○教育課程の趣旨について、家庭や地域との共

有を図る取組を行っている学校の割合が高

い。 

○学力調査の結果を県独自調査の結果と併せて

分析し、具体的な教育指導の改善や指導計画

等への反映を行っている学校の割合が高い。 

課題の 

みられ 

る状況 

●平日に読書を「全くしない」と回答した子ど

もの割合が依然として高い。 

●地域や社会で起こる問題や出来事に関心があ

る子どもの割合は、減少傾向である。 

●地域や社会をよくするために何をすべきかを

考えさせるような指導をよく行っている学校

の割合は、減少傾向である。 

全体的な傾向について 

 

わかる喜び できる楽しさ 学び続けるやまぐちっ子 ～ 高めよう授業力 育てよう学習力～ 

～ 
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 正答率(％) 

山口県 １３.６ 

全国 １６.０ 

 

 

 

 今回の調査結果では、小学校算数の「180°の角の大きさを理解すること」や、中学校数

学の「連立二元一次方程式を解くこと」などがよくできていました。一方、これまでと同様、

小・中学校ともに「割合に関する問題」に課題が見られました。 

 

 

 右の正答は３ですが、県内の30.1％の児童

が２と解答していました。 

 これは、基準量と比較量を混同しており、 

200÷80＝2.5 と計算していると予想できま

す。各学校の子どもたちの状況はいかがでし

ょうか。子どもたちの典型的な誤答や傾向を

つかみ、どこで躓きやすいのかを予想しなが

ら日々の指導につなげてほしいと思います。 

 

 

右の正答は560÷3500×100ですが、県内

の 20.6％の生徒が 560÷3500 と 100 をかけ

ていませんでした。これは、割合を表す式を

書こうとしたものの、百分率の言葉の意味が 

分からなかったのかもしれません。また、9.2

％の生徒は、3500÷560と解答しており、割

合そのものの意味を理解していないことが予

想されます。先の20.6％の生徒については、

実際に計算してみると、商の値に違和感を覚

え、百分率につなげることができた可能性はあります。この問題 

では、与えられた情報から必要な情報を選択し、的確に処理する 

ことができるかどうかが問われています。表にまとめられた情報 

を的確に読み取る力は、数学だけに限らず、他教科や日常生活でも使われる資質・能力です。 

 

 

 

 今年度は、学校／学級別解答状況整理表（S－P 表）が文部科学省から提供されました。

学校の平均正答率だけでは把握できない、学級や個々の児童生徒の状況をより具体的に捉え

ることが期待されています。詳しくは、次回以降、あらためてお知らせします。 

算数・数学の課題解決に向けて 

S-P 表の活用について 

 正答率(％) 

山口県 ４９.７ 

全国 ５２.９ 

 

小学校 算数Ａ８ 

中学校 数学B５ 


